
　

東
京
都
計
量
協
会
計
量
管

理
研
究
部
会
で
は
、　

月
の

11

計
量
管
理
強
調
月
間
に
向
け

て
部
会
メ
ン
バ
ー
事
業
所
か

ら
標
語
を
募
集
し
て
い
た
。

こ
の
ほ
ど
各
賞
が
確
定
し

た
。

　

本
年
度
は
応
募
総
数　

点
49

の
中
か
ら
4
回
の
選
考
会
を

経
て
次
の
5
作
品
が
選
ば
れ

た
。

■
最
優
秀
作
品
（
2
点
）

「
正
し
い
計
量　

生
ま
れ
る
信
頼　

一
人
ひ
と
り
の
意

識
か
ら
」（
森
永
乳

業
東
京
工
場
豆
腐

　

杉
本
直
人
さ
ん

作
）

「
正
し
い
知
識
で

　

正
し
い
計
量　

品
質
守
る
計
量
管

理
」（
森
永
乳
業
東

京
多
摩
工
場
充
填　

熊
田
亘

さ
ん
作
）

■
佳
作
作
品
（
3
点
）

「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
い

計
量　

ひ
と
り
ひ
と
り
の
意

識
か
ら
」（
森
永
乳
業
東
京
工

場
ク
リ
ー
ム　
 
石
田
康
晃

　
「
計
量
相
談
」
計
量
相
談
・

（7）資
料
の
展
示
。

【
主
催
】
都
民
計
量
の
ひ
ろ

ば
実
行
委
員
会

【
構
成
団
体
】（　

音
順
）

50

イ
シ
ダ
、
計
量
器
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
、
タ
ニ
タ
、
寺

岡
精
工
、
東
京
科
学
機
器
協

会
、
東
京
都
環
境
計
量
協
議

会
、
東
京
計
量
士
会
、
東
京

都
計
量
証
明
事
業
協
会
、
東

京
都
水
道
局
、
日
本
海
事
検

定
協
会
、
日
本
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
工
業
会
関
東
支
部
、
日

本
硝
子
計
量
器
工
業
協
同
組

合
、
日
本
計
量
振
興
協
会
、

日
本
穀
物
検
定
協
会
関
東
支

部
、
日
本
電
気
計

器
検
定
所
、
松
屋
、

東
京
都
計
量
協

会
、
東
京
都
計
量

検
定
所
（
以
上　
18

団
体
）

◇
計
量
展
示
室
特

別
展
示

【
概
要
】
東
京
都

計
量
検
定
所
の
計
量
展
示
室

で
は
、　

月
の
計
量
月
間
に

11

常
設
展
示
に
加
え
て
、
特
別

展
示
を
実
施
す
る
。

〈
展
示
予
定
〉

　

夏
の
展
示
で
好
評
だ
っ
た

メ
ー
ト
ル
と
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

起
源
の
展
示
に
加
え
て
来
年

に
迫
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
計
量
に

関
す
る
パ
ネ

ル
展
示
な
ど

を
実
施
す

る
。
来
場
者

に
は
、
夏
に

配
布
し
た
「
メ
ー
ト
ル
法
の

起
源
（
ア
ン
リ
・
モ
ロ
ー
著
、

高
田
誠
二
訳
）」に
新
た
な
記

事
を
追
加
し
た
も
の
を
配
布

予
定
。

【
公
開
日
時
】　

月
1
日　

11

（金）

～　

月　

日　
　

時
～　

時

11

29

（金）
10

16

ま
で
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
場
所
】
東
京
都
江
東
区
新

砂
3
丁
目
3
番　

号
、
東
京

41

都
計
量
検
定
所
2
階

【
連
絡
先
】
管
理
指
導
課
企

画
調
整
担
当
0
3−

5
6
1

7−

6
6
4
3

※
事
前
申
し
込
み
不
要

◇
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば

【
メ
イ
ン
テ
ー
マ
】

く
ら
し
と
計
量

【
サ
ブ
テ
ー
マ
】

正
し
い
計
量
で
世
界
と
未
来

を
支
え
よ
う

【
開
催
日
時
】　

月
1
日

11

　
　

時　

分
～　

時
ま
で

（金）
10

30

16

【
場
所
】
新
宿
駅
西
口
地
下

「
新
宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン

ト
コ
ー
ナ
ー
」
A
1
・
A
2

【
開
催
概
要
】

　

計
量
記
念
日（　

月
1
日
）

11

に
、「
く
ら
し
と
計
量
」
を

テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
展

示
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
を

通
し
、
都
民
の
方
々
と
楽
し

み
な
が
ら
計
量
制
度
の
普
及

啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
以
下
の
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
実
施
す
る
。
今
年
は
、
来

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
や
質

量
の
定
義
改
定
に
ち
な
ん
だ

展
示
も
実
施
す
る
。

　

「
計
量
体
験
」
1
0
0
g

（1）に
挑
戦
、
は
か
り
・
寒
暖
計

を
作
ろ
う
。

　
「
計
量
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

（2）計
量
マ
ジ
ッ
ク
、 
箏 
・
マ
リ

こ
と

ン
バ
演
奏
（
ヘ
ブ
ン
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
）。

　
「
健
康
と
計
量
」
血
圧
計
、

（3）体
組
成
計
、
血
管
年
齢
測
定

器
な
ど
の
各
種
測
定
。

　

「
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
と

（4）計
量
」
水
道
・
ガ
ス
・
電
気

に
関
す
る
計
量
器
・
パ
ネ
ル

展
示
。

　

「
環
境
と
計
量
」
環
境
測

（5）定
器
の
展
示
や
ク
イ
ズ
。

　

「
食
品
と
計
量
」
食
品
の

（6）糖
度
な
ど
の
測
定
、
カ
ロ

リ
ー
測
定
機
能
付
き
計
量
器

の
紹
介
。
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計
量
記
念
日
の
集
い
開
催

　

月
8
日　

、ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で

11

（金）

都計協
　

東
京
都
計
量
協
会
は　

月
11

に
計
量
強
調
月
間
の
行
事
と

し
て
、
恒
例
の
計
量
記
念
日

の
つ
ど
い
を
左
記
に
よ
り
開

催
す
る
。

概
要

【
日
時
】2
0

1
9
年（
令
和

元
年
）　

月
8

11

日　

、　

時　

（金）
15

30

分
か
ら（
受
付

開
始　

時
）

15

【
会
場
】ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ド

ヒ
ル
市
ヶ
谷

（
新
宿
区
市

谷
本
村
町
4

−

1
、電
話
0

3−

3
2
6

8−

0
1
1

6
）1

、記
念
式
典

計
量
記
念
日
事
業
の
お
知
ら
せ

都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
と
計
量
展
示
室
特
別
展
示

都検定所

【
会
場
】
同
ホ
テ
ル
2
階
、

芙
蓉
の
間

【
時
間
】　

時　

分
～　

時

15

30

16

　

分
45【

内
容
】
▽
1
、
開
会
▽
2
、

会
長
あ
い
さ
つ
▽
3
、 
東
京

都
計
量
検
定
所
長
あ
い
さ
つ

▽
4
、 
東
京
都
生
活
文
化
局

長
感
謝
状
伝
達
▽
5
、
東
京

都
計
量
協
会
会
長
表
彰
▽

6
、
受
賞
者
謝
辞
▽
7
、 
東

京
都
計
量
管
理
研
究
会
「
計

量
強
調
月
間
標
語
」
作
品
表

彰
2
、懇
親
会

【
会
場
】
同
ホ
テ
ル
3
階
、

珊
瑚
の
間

【
時
間
】　

時
開
場
予
定

17

計
量
管
理
強
調
月
間
標
語
の
発
表

最
優
秀
作
品
は
標
語
短
冊
に

会場案内図

さ
ん
作
）

「
正
し
い
ハ
カ
リ
で　

正
し

く
量
る　

そ
こ
か
ら
生
ま
れ

る
顧
客
の
信
頼
」（
三
越
伊
勢

丹
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
品
質

管
理　

織
茂
清
さ
ん
作
）

「
高
い
品
質　

高
ま
る
信
用

　

皆
で
支
え
る
計
量
管
理
」

（
森
永
乳
業
東
京
工
場 
チ

ル
ド
ラ
イ
ン
西
澤
晃
さ
ん

作
）

　

最
優
秀
作
品
2
点
は
、
標

語
短
冊
と
し
て
印
刷
さ
れ
、

東
京
都
計
量
協
会
の
会
員
事

業
所
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。

http://www.tokeikyo.or.jphttp://www.tokeikyo.or.jp//
　

東
京
都
計
量
検
定
所
で

は
、
6
月
3
日
か
ら
7
月
8

日
ま
で
、
都
内
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、一
般
小
売
店
、

パ
ッ
ク
商
品
を
製
造
・
出
荷

す
る
事
業
所（
食
品
製
造
所
）

な
ど
1
4
3
事
業
所
に
対

し
、
食
肉
、
魚
介
、
野
菜
、

惣
菜
等
の
内
容
量
を
表
示
し

て
販
売
さ
れ
て
い
る
商
品
6

3
4
8
点
に
つ
い
て
、
計
量

法
に
基
づ
き
、
内
容
量
と
表

示
の
検
査
を
実
施
し
た
。

■
検
査
の
結
果

　

表
示
さ
れ
た
内
容
量
が
、

計
量
法
で
定
め
ら
れ
た
誤
差

の
範
囲
を
超
え
て
不
足
し
て

い
た
商
品
は
、
検
査
を
お
こ

な
っ
た
全
商
品
数
6
3
4
8

点
の
う
ち
1
2
0
点
で
、
全

体
の
1
・
9
％
で
あ
っ
た
。

■
内
容
量
が
不
足
し
た
理
由

　

商
品
の
表
示
量
に
容
器
類

や
た
れ
や
わ
さ
び
の
小
袋

（
添
え
物
）
の
重
さ
を
含
め

て
い
た
も
の
が
全
体
の
6
割

を
占
め
て
い
た
。
ま
た
、
乾

燥
に
よ
る
減
量
が
3
割
と

な
っ
た
。

■
内
容
量
不
足
の
主
な
発
生

要
因

▽
容
器
や
添
え
物
の
重
さ
を

引
き
忘
れ
る
。

▽
容
器
の
大
き
さ
や
材
質
を

変
え
た
が
、
は
か
り
の
設
定

を
変
更
し
な
い
。

▽
正
し
く
計
量
し
て
い
た

が
、
乾
燥
が
進
み
や
す
い
商

品
又
は
乾
燥
し
や
す
い
環
境

（
屋
外
に
陳
列
等
）
で
あ
っ

た
た
め
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
減
量
し
た
。

■
不
適
正
事
業
所
の
割
合

　

表
示
量
よ
り
不
足
し
て
い

た
商
品
数
が
、
事
業
所
ご
と

の
検
査
商
品
総
数
に
対
し
て

5
％
を
超
え
て
い
た
不
適
正

事
業
所
に
つ
い
て
は
、
検
査

を
お
こ
な
っ
た
1
4
3
事
業

所
の
う
ち　

事
業
所
で
、
全

19
体
の　

・
3
％
で
あ
っ

13

た
。

■
検
査
対
象
事
業
所

へ
の
対
応

〈
検
査
現
場
で
の
指

導
〉

　

計
量
法
で
定
め
る
誤
差
を

超
え
て
内
容
量
が
不
足
し
て

い
た
商
品
が
あ
っ
た
場
合

は
、
店
頭
に
並
ん
で
い
る
同

一
の
商
品
す
べ
て
に
つ
い
て

再
計
量
の
指
示
を
お
こ
な
っ

た
。

〈
今
後
の
指
導
〉

　

不
適
正
事
業
所
に
対
し
て

は
、
再
度
立
入
検
査
を
実
施

し
、
改
善
状
況
の
確
認
を
お

こ
な
う
と
と
も
に
、
改
善
が

見
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
計

量
法
に
基
づ
き
、
勧
告
、
事

業
者
名
の
公
表
、
改
善
命
令

等
の
措
置
を
お
こ
な
う
。

　

検
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
生
活
文
化
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
東
京
く
ら
し
W
E

B
）
の
東
京
都
計
量
検
定
所

の
頁
に
掲
載
し
て
い
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
東
京
都

計
量
検
定
所
検
査
課
＝
電
話

0
3−

5
6
1
7−

6
6
2

8

図1　内容量不足があった商品の割合の推移

2
0
1
9（
令
和
元
年
）年
度

夏
期
の
商
品
量
目
立
入

検
査
結
果

図3　不適正事業所の割合の推移

図2　内容量不足があっ
た商品の理由別割合
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計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価
（14）

長
野
計

長
野
計
器器

技
術
顧

技
術
顧
問問

奈
良
広

奈
良
広
一一

I
S
O 
9
0
0
1　

セ
ク
タ
ー
規
格 

　
　
　
　
（
そ
の
2
）

　

前
回
で
は
I
S
O 
9
0

0
1
を
ベ
ー
ス
に
各
業
界
で

追
加
の
要
求
事
項
を
追
加

し
、
策
定
さ
れ
た
セ
ク
タ
ー

規
格
を
国
際
的
に
標
準
化
を

お
こ
な
う
I
S
O 
（In

te

rn
ation

alO
rg
an
izat

ion
for
S
tan
dardizat

ion
,  

国
際
標
準
化
機
構
）の

場
や
業
界
内
で
の
認
証
に
活

用
す
る
動
き
に
つ
い
て
自
動

車
業
界
を
例
に
示
し
た
。
筆

者
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が

活
発
に
な
っ
て
、
I
S
O 
9

0
0
1
が
そ
の
共
通
基
盤
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
セ
ク

タ
ー
で
使
わ
れ
る
の
が
I
S

O 
9
0
0
1
の
重
要
な
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
と
思
っ
て
い

る
。
今
回
は
鉄
道
業
界
と
航

空
業
界
に
つ
い
て
述
べ
る

が
、
他
に
も
I
S
O 
9
0
0

1
を
ベ
ー
ス
に
し
た
、
い
わ

ゆ
る
「
○
○
業
界
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格
」
と

い
わ
れ
る
セ
ク
タ
ー
規
格

は
、
例
え
ば
表
1
の
よ
う
に

数
多
い
。

　

ま
ず
は
、
自
動
車
業
界
に

や
や
近
い
経
緯
と
認
証
ス

キ
ー
ム
を
持
っ
て
い
る
鉄
道

業
界
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

そ
の
経
緯
は
、
ま
ず
1
9
9

1
年
にA

lstom
T
ran

sp
ort

（
仏
）、A
n
sald
o

B
red
a,
S
iem
en
s
T

ran
sp
o
rtatio

n
,   

お
よ

びB
o
n
b
ard
ie
r
T
ra

n
sp
o
rtatio

n

を
設
立
メ

ン
バ
ー
と
し
てU

N
IF
E

（T
h
e
U
n
io
n
o
f
E
u
r

op
ean
R
ailw
ay
In
du

strie
s

欧
州
鉄
道
産
業
連

合
）
が
組
織
さ
れ
、
2
0
0

6
年
に
セ
ク
タ
ー
規
格
で
あ

る
I
R
I
S
（In

tern
ati

on
alR
ailw
ay
In
du
st

ry
S
tan
d
ard

国
際
鉄
道

産
業
標
準
）規
格
を
策
定
し
、

「
I
R
I
S
認
証
」
を
開
始

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
I
R

I
S
認
証
の
狙
い
は
、
第
1

図
に
あ
る
ご
と
く
、
自
動
車

業
界
の
状
況
と
類
似
し
て
い

る
。

　

や
や
自
動
車
の
場
合
と
繰

り
返
し
に
な
る
が
、
鉄
道
需

要
の
高
ま
り
と
競
争
と
共

に
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

規
制
要
件
や
安
全
基
準
を
満

た
す
運
行
準
備
が
整
っ
た
輸

送
シ
ス
テ
ム
が
鉄
道
事
業
者

に
要
求
さ
れ
る
。
鉄
道
事
業

者
は
車
両
設
備
や
車
両
運
行

設
備
を
提
供
す
る
場
合
、
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
対
し
て
高
い

水
準
の
品
質
を
要
求
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
I
R

I
S
規
格
に
基
づ
い
て
I
R

I
S
認
証
を
受
け
た
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
を
選
択
す
る
こ
と
に

よ
り
、
コ
ス
ト
を
削
減
し
な

が
ら
、
高
い
品
質
基
準
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
I

R
I
S
認
証
に
つ
い
て
は
、

自
ら
の
第
二
者
監
査
の
代
わ

り
と
し
て
十
分
耐
え
る
も
の

と
す
る
た
め
に
U
N
I
F
E

は
認
証
機
関
の
認
定
（
I
R

I
S
認
定
）
ま
で
お
こ
な
っ

た
り
、
認
証
さ
れ
た
組
織
の

登
録
ま
で
お
こ
な
っ
て
い

る
。

　

自
動
車
業
界
と
の
類
似
性

は
規
格
策
定
や
認
証
の
枠
組

み
だ
け
で
は
な
い
。
欧
州
で

始
ま
っ
た
こ
の
I
R
I
S
規

格
は
最
近
I
S
O
の
場
（
I

S
O
／
T
C 
2
6
9
）
に
お

い
て
決
定
さ
れ
た
I
S
O

／ 
T
S 
2
2
1
6
3
：
2

0
1
7
へ
移
行
し
て
い
る
。

そ
の
移
行
の
経
緯
の
概
略
を

第
2
図
に
示
し
た
が
、
地
域

の
鉄
道
産
業
界
の
場
と
国
際

的
な
I
S
O
の
場
を
巧
妙
に

用
い
て
、
地
域
の
枠
組
み
に

対
し
国
際
的
認
知
を
付
与
し

よ
う
と
す
る
努
力
が
こ
こ
で

も
は
っ
き
り
と
見
て
と
れ

る
。
I
S
O
の
よ
う
な
国
際

的
な
場
で
の
議
論
の
結
果
と

し
て
決
ま
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
日
本
に
と
っ
て
そ
の
過

程
で
意
見
も
言
え
る
し
、
要

求
項
目
の
理
解
も
規
格
策
定

の
経
緯
を
共
有
で
き
る
こ
と

か
ら
容
易
と
な
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
だ
ろ
う
。
現

在
こ
の
I
S
O
／
T
C 
2

6
9
の
議
長
に
は
西
江
勇
二

氏
が
就
任
さ
れ
て
い
る
。

　

認
証
さ
れ
る
組
織
の
立
場

か
ら
は
、
I
S
O
／
T
S 
2

2
1
6
3
認
証
に
よ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
競
争
上
の
優
位
を
確

保
で
き
る
で
あ
ろ
う
。ま
た
、

I
R
I
S
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

は
、
認
証
さ
れ
た
す
べ
て
の

組
織
の
情
報
が
公
開
さ
れ
、

鉄
道
業
界
の
だ
れ
で
も
調
達

の
際
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ち
な
み
に
認
定

さ
れ
た
認
証
機
関
は
現
時
点

で
全
世
界
に　

で
あ
り
、
ほ

17

と
ん
ど
在
欧
州
で
あ
る
が
そ

の
う
ち
2
機
関
は
中
国
に
あ

る
。
日
本
の
認
証
機
関
は
認

定
さ
れ
て
い
な
い
。
認
証
さ

れ
た
組
織
は
こ
の
原
稿
を
執

筆
し
て
い
る
時
点
で
1
7
8

0
で
あ
り
、
日
本
に
あ
る
組

織
が　

で
あ
る
の
に
対
し
、

12

中
国
に
あ
る
組
織
は
9
2
9

と
な
っ
て
い
る
の
で
登
録
さ

れ
て
い
る
組
織
の
半
分
以
上

は
中
国
で
あ
る
。
鉄
道
に
関

し
て
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し

て
の
中
国
の
存
在
は
大
き

い
。

　

自
動
車
と
鉄
道
に
関
し
て

の
規
格
策
定
や
認
証
ス
キ
ー

ム
の
整
備
に
対
す
る
欧
米
の

巧
み
さ
は
こ
こ
ま
で
見
た
通

り
で
あ
る
。
I
S
O
な
ど
の

標
準
化
の
枠
組
み
が
国
際
的

に
決
め
ら
れ
た
経
緯
や
認
証

の
歴
史
の
積
み
重
ね
を
考
え

れ
ば
、
無
理
も
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
ま
た
日
本
国
内
は

欧
州
と
異
な
り
産
業
毎
に
競

合
が
あ
る
と
い
う
産
業
構
造

な
の
で
、
国
内
意
見
を
ま
と

め
て
吟
味
し
た
国
内
規
格
を

国
際
的
な
場
に
持
ち
出
す
と

い
う
の
も
標
準
化
に
は
ス

ピ
ー
ド
が
必
要
な
の
で
、
な

か
な
か
難
し
い
で
あ
ろ
う
と

想
像
は
で
き
る
。

　

今
回
、
セ
ク
タ
ー
規
格
で

最
後
に
紹
介
す
る
航
空
業
界

に
お
い
て
は
、
か
な
り
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
国
際
ス
キ
ー

ム
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
国

内
関
係
者
が
国
際
的
に
相
当

に
努
力
さ
れ
た
結
実
で
あ
ろ

う
と
想
像
で
き
る
。
以
下
で

違
い
の
着
眼
点
と
し
て
は
、

業
界
共
通
の
要
求
事
項
の
標

準
化
さ
れ
た
規
格
と
認
証
ス

キ
ー
ム
に
つ
い
て
の
運
用
の

形
態
の
2
つ
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　

航
空
宇
宙
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
は
I
S
O 

9
0
0
1
に
対
し
て
航
空
宇

宙
産
業
で
求
め
ら
れ
る
、
よ

り
高
度
な
品
質
を
要
求
す
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
安
全
性
を

追
求
す
る
も
の
と
し
て
お

り
、
規
格
原
案
は
欧
米
の
航

空
宇
宙
業
界
が
作
成
し
、
そ

の
後
、
世
界
の
航
空
機
メ
ー

カ
ー
お
よ
び
航
空
エ
ン
ジ
ン

メ
ー
カ
ー
が
参
加
す
る
I
A

Q
G（In

tern
ation

alA

e
ro
sp
ace
Q
u
ality

G

ro
u
p

国
際
航
空
宇
宙
品
質

グ
ル
ー
プ
）
が
設
立
さ
れ
、

以
降
の
規
格
開
発
に
あ
た

り
、
A
S 
9
1
0
0
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い

る
。日
本
で
は
J
I
S 
Q 
9

1
0
0
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
規

格
化
さ
れ
て
い
る
。

　

認
証
ス
キ
ー
ム
の
概
略
に

つ
い
て
第
3
図
に
あ
げ
た

が
、
ア
ジ
ア
米
欧
が
I
A
Q

G
の
認
証
ル
ー
ル
に
従
い
認

証
を
運
用
し
て
い

る
。

　

J
I
S 
Q 
9

1
0
0
認
証
情
報

は
世
界
共
通
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
O
A
S

I
S
（O

n
lin
e

A
erosp

ace
S

u
p
p
lier
In
for

m
atio
n
S
y
st

e
m

）
に
登
録
・

公
開
さ
れ
て
お

り
、
認
証
組
織
は

航
空
宇
宙
産
業
に

お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス

機
会
の
拡
大
が
期
待
で
き

る
。
航
空
業
界
で
は
こ
の
よ

う
に
少
し
欧
米
偏
重
が
緩
和

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　

そ
れ
以
外
の
セ
ク
タ
ー
規

格
と
し
て
全
世
界
で
活
用
さ

れ
て
い
る
も
の
の
例
は
既
に

表
1
に
挙
げ
た
。
こ
れ
か
ら

先
に
も
、
セ
ク
タ
ー
規
格
と

呼
ば
れ
る
も
の
が
生
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
り
、
I
S
O 
9

0
0
1
規
格
の
セ
ク
タ
ー
規

格
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

し
て
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い

く
と
著
者
は
考
え
て
い
る
。

次
回
は
、
少
し
話
題
を
変
え

て
、
試
験
結
果
や
認
証
結
果

を
世
界
的
に
認
め
あ
う
た
め

の
枠
組
み
に
つ
い
て
、
い
く

つ
か
の
代
表
的
な
例
を
紹
介

し
た
い
。

第1図　鉄道分野のIRIS認証による効果

第2図　ISO／ TS 22163：2017の成立まで

規格の概要規格番号

食品安全マネジメントシステ
ム（FSMS）認証ISO 22000

航空宇宙産業の品質管理シス
テム規格AS/EN/JIS Q 9100

電話・通信産業の品質管理シ
ステム規格TL　9000

医療機器製造に関する品質管
理システム規格ISO 13485

ソフトウエア業界の品質管理
システム規格ISO/IEC 90003

石油化学業界の品質管理シス
テム規格ISO/TS 29001

第3図　航空業界の国際認証スキーム

表1　セクター規格　マネジメントシステムの例

東
京
計
量
士
会

◇
東
京
計
量
士
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

　

東
京
計
量
士
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
ト
ッ
プ
、
ご
案

内
、
当
士
会
概
要
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
活
動
報
告
、
出

前
計
量
教
室
、
交
差
点
、
L

I
N
K
、
入
会
案
内
、
巻
頭

所
感
集
、
お
問
合
わ
せ
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
、
技

術
情
報
の　

項
目
で
構
成
し

13

て
い
ま
す
。

　

ト
ッ
プ
の
欄
に
は
、
会
長

や
副
会
長
等
の
「
就
任
あ
い

さ
つ
」
等
を
記
載
し
て
い
ま

す
。
今
現
在
の
も
の
は
、
大

岡
副
会
長
に
よ
る
「
東
京
計

量
士
会
の
活
動
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
、
当
計
量
士
会
の

活
動
を
分
か
り
易
く
書
か
れ

て
い
る
も
の
を
記
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

当
計
量
士
会
の
概
要
の
欄

に
は
、
当
計
量
士
会
発
足
の

経
過
や
役
員
名
簿
等
が
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
欄
に
は
、
理

事
会
、
全
国
計
量
士
大
会
、

都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
実
行
委

員
会
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

一
目
で
分
か
る
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

活
動
報
告
の
欄
に
は
、
理

事
会
、
定
時
総
会
等
の
活
動

報
告
を
写
真
入
り
で
乗
せ
て

い
ま
す
の
で
、
活
動
報
告
が

ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
楽
し
め
な

が
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

楽
し
み
な
が
ら
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
出
前
計
量
教
室

の
欄
に
は
、
出
前
計
量
教
室

の
実
施
実
績
・
予
定
、
東
京

都
と
の
意
見
交
換
会
の
報
告

等
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
当

計
量
士
会
で
は
、
小
学
生
に

も
、
計
量
を
楽
し
み
な
が
ら

計
量
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
う
た
め
、
出
前
計
量
教
室

に
は
、
並
々
な
ら
ぬ
力
を
注

い
で
い
ま
す
の
で
、
協
力
い

た
だ
け
る
方
は
是
非
と
も
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

　

交
差
点
欄
に
は
、
都
民
計

量
の
ひ
ろ
ば
実
行
委
員
会
委

員
総
会
や
適
正
計
量
管
理
主

任
者
養
成
講
習
会
、
新
し
い

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
定
義
と
題
し

た
計
量
技
術
講
演
会
（
東
京

都
主
催
）
等
を
は
じ
め
、
近

年
の
計
量
関
係
の
動
向
等
も

記
載
す
る
な
ど
、
計
量
関
係

者
は
も
と
よ
り
、
計
量
に
関

心
を
持
っ
て
い
る
人
に
と
っ

て
、
役
に
立
つ
情
報
が
盛
り

だ
く
さ
ん
記
載
し
て
あ
り
ま

す
。

　

巻
頭
所
感
集
に
は
、
会
長

や
副
会
長
等
の
就
任
あ
い
さ

つ
な
ど
、
過
去
の
ト
ッ
プ
欄

に
記
載
し
た
も
の
を
乗
せ
て

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
量
に

対
す
る
思
い
な
ど
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、是
非
と
も
、

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
そ
の
他
、
他
団
体

へ
の
L
I
N
K
の
欄
等
も
設

け
る
な
ど
、
非
常
に
便
利
な

も
の
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
問
合
わ
せ
欄
も
設

け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
何
で

も
結
構
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
東
京
計
量
士
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：h

ttp
:

//tok
eisi.org

/

日
本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合

2
0
1
9
年
8
月
▽　

日
＝

19

経
済
産
業
省
と
の
会
議
出

席
。

9
月
▽　

日
＝
理
事
会
開

13

催
。
7
月
理
事
会
議
事
録
の

確
認
、
月
次
会
計
報
告
、
生

活
文
化
局
長
表
彰
・
都
計
協

会
長
表
彰
・
東
京
都
功
労
表

彰
の
候
補
者
に
つ
い
て
、
都

民
計
量
の
ひ
ろ
ば
に
つ
い

て
。
▽　

日
＝
「
と
う
き
ょ

25

う
の
計
量
」
編
集
委
員
会
出

席
。「
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
」

実
行
委
員
会
出
席
。

部
会
・
団
体

だ
よ
り



表
示
、
情
報
、
搬
送
、
衛
生

な
ど
の
分
野
に
合
わ
せ
て
、

生
産
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
す

る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
。

3
階
フ
ロ
ア
で
は
機
種
別
の

セ
ル
生
産
方
式
、
標
準
品
と

受
注
仕
様
品
と
の
混
流
生
産

方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
て
、

自
社
開
発
の
デ
ジ
タ
ル
手
順

書
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
屋

台
方
式
と
併
せ
て
品
質
確
保

と
効
率
化
が
追
及
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
屋
台
方

式
は
、
組
立
工
程
ご
と
に
目

の
前
に
あ
る
部
品
棚
の
L
E

D
が
点
灯
し
使
う
部
品
を
示

し
作
業
者
は
そ
の
手
順
通
り

に
組
立
て
い
く
と
い
う
方
式

で
作
業
習
熟
期
間
の
短
縮
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

組
立
ラ
イ
ン
毎
に
大
型
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
に
現
在
の
進
捗
状

況
や
残
り
時
間
、
作
業
終
了

予
測
時
間
が
表
示
さ
れ
て
い

て
、
見
え
る
化
に
よ
る
工
程

改
善
も
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
。

　

一
行
は
予
定
通
り
1
時
間

半
の
見
学
を
終
え
滋
賀
事
業

所
を
後
に
し
て
、
懇
親
会
場

の
が
ん
こ
高
瀬
川
二
条
苑
を

目
指
し
た
。
同
店
舗
は
、
慶

長　

年
時
の
豪
商
、
角
倉
了

16
以
氏
の
別
邸
と
し
て
作
ら

れ
、
そ
の
庭
苑
に
は
高
瀬
川

の
源
流
が
流
れ
樹
齢
2
5
0

年
の
紅
梅
や
日
本
一
大
き
い

と
さ
れ
る
吾
妻
屋
風
灯
篭
な

ど
が
配
さ
れ
て
お
り
古
都
の

風
情
が
溢
れ
る
老
舗
の
お
屋

敷
だ
。
一
行
は
懐
石
料
理
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
時
間

い
っ
ぱ
い
親
睦
を
深
め
た
。

　

東
京
都
計
量
検
定
所
で

は
、「
夏
の
イ
ベ
ン
ト
」
と
し

て
都
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
と
し
た

「
親
子
は
か
り
教
室
」（
施
設

見
学
と
棒
は
か
り
の
工
作
）

と
「
計
量
展
示
室
の
特
別
展

示
」
を
実
施
し
た
。

◇

　

親
子
は
か
り
教
室

（1）
　

8
月
6
日
か
ら
8
日
の
3

日
間
、
計
量
検
定
所
で
開
催

し
、延
べ　

組
1
4
7
名（
う

69

ち
児
童　

名
）が
参
加
し
た
。

76

　

施
設
見
学
で
は
、
環
境
計

量
器
検
査
室
・
質
量
計
検
定

室
・
体
積
基
準
器
検
査
室
・

計
量
展
示
室
の
4
カ
所
を
見

学
し
た
。
各
施
設
で
は
、
騒

音
計
を
使
っ
た
「
大
声
コ
ン

テ
ス
ト
」、
電
子
天
び
ん
を

使
っ
た
「
お
金
の
計
量
体

験
」、燃
料
油
メ
ー
タ
ー
実
習

機
を
使
っ
た
「
目
指
せ
！
給

油
マ
ス
タ
ー
」
や
ク
イ
ズ
、

展
示
品
か
ら
写
真
と
同
じ
計

量
器
を
見
つ
け
る
「
は
か
り

探
し
ゲ
ー
ム
」
や
「
計
量
感

覚
ゲ
ー
ム
」
な
ど
で
ゲ
ー
ム

を
通
し
て
計
量
体
験
を
楽
し

ん
だ
。「
給
油
マ
ス
タ
ー
で
、

3
リ
ッ
ト
ル
ぴ
っ
た
り
入
れ

る
の
は
難
し
か
っ
た
け
ど
楽

し
か
っ
た
（
3
年
）」「
普
通

の
物
だ
け
で
な
く
、
水
や
音

を
は
か
る
体
験
が
楽
し
か
っ

た
（
5
年
）」「
光
が
1
秒
間

に
地
球
7
周
半
分
も
の
距
離

を
進
む
こ
と
に
驚
い
た
（
6

年
）」「
ゲ
ー
ム
や
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
を
見
学
で
き
て
楽

し
か
っ
た
（
2
年
）」
と
好
評

だ
っ
た
。

　

棒
は
か
り
の
工
作
で
は
、

慎
重
な
調
整
が
必
要
な
作
業

も
あ
り
低
学
年
の
児
童
に

と
っ
て
は
難
し
い
作
業
も

あ
っ
た
が
、
説
明
に
沿
っ
て

保
護
者
や
職
員
が
サ
ポ
ー
ト

す
る
事
で
、
最
終
的
に
全
員

が
楽
し
み
な
が
ら
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
完
成
し

た
棒
は
か
り
を
使
っ
て
、
身

の
回
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

を
計
量
し
、
計
量
値
が
正
し

い
か
確
認
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
正
確

に
目
盛
り
を
付
け
る
の
が
む

ず
か
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
は

か
り
を
が
ん
ば
っ
て
つ
く
れ

た
と
思
い
ま
す（
5
年
）」「
家

に
帰
っ
た
ら
い
ろ
ん
な
も
の

を
計
っ
て
み
た
い
（
3
年
）」

「
自
分
の
持
ち
物
を
自
作
の

棒
は
か
り
で
測
っ
て
み
て
、

意
外
と
正
確
な
数
値
が
出
た

の
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
よ

う
で
す
（
保
護
者
）」
な
ど
好

評
だ
っ
た
。

　

計
量
展
示
室
の
特
別
展
示

（2）
　

8
月
1
日
か
ら　

日
ま
で

30

の
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

延
べ　

日
間
、
検
定
所
内
の

21

計
量
展
示
室
に
て
特
別
展
示

を
実
施
し
た
。

　

今
年
は
質
量
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
定
義
が
1
3
0
年
ぶ
り
に

改
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
計

量
単
位
の
歴
史
に
関
し
て
展

示
し
、
1
9
5
9
年
（
昭
和

　

年
）
に
日
本
計
量
新
報
に

34

  
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

親
子
は
か
り
教
室
、 

計
量
展
示
室
の
特
別
展
示

都検定所

と
う
き
ょ
う
の
計
量
④
⑤
面
の
つ
づ
き

お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」は
隔
月（
偶
数
月
）に

発
行
し
、東
京
都
計
量
協
会
の

会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
。会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご

意
見
・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各

部
会
等
の
動
き
な
ど
是
非
お

寄
せ
下
さ
る
よ
う
、
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
（　

音
順
）】
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▽
石
井
康
二
▽
高
田
慎
吾
▽

高
松
宏
之
▽
竹
内
芳
和
▽
竹

添
雅
雄
▽
田
中
正
憲
▽
奈
良

広
一
▽
物
江
稔
▽
山
本
研
一

▽
横
山
守
二
▽
吉
田
勝

（
一
社
）
東
京
都
計
量
協
会

緯

0
3
―
6
6
6
6
―

8
9
6
0

連
載
さ
れ
た
「
メ
ー
ト
ル
法

の
起
源
（
ア
ン
リ
・
モ
ロ
ー

著
、
高
田
誠
二
訳
）」
を
配
布

し
た
。

　

来
室
さ
れ
た
方
か
ら
は

「
計
量
器
の
歴
史
や
種
類
が

知
れ
て
よ
か
っ
た
」「
古
い
は

か
り
に
興
味
を
持
っ
た
」

「
メ
ー
ト
ル
の
歴
史
が
よ
く

わ
か
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　
（
一
社
）計
量
器
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
は
、
大
阪
計
量

器
連
合
会
と
合
同
で
「
東
西

計
コ
ン
合
同
研
修
見
学
会
」

を
開
催
し
た
。
こ
の
行
事
は

東
京
と
関
西
で
毎
年
交
互
に

幹
事
を
担
当
し
今
年
で　

回
28

目
を
迎
え
る
。

　

今
回
は
、
大
阪
が
幹
事
と

な
り　

月
4
日　

、
滋
賀
県

10

(金)

栗
東
市
の
㈱
イ
シ
ダ
滋
賀
事

業
所
を
訪
ね
た
。
参
加
人
数

は
東
京
7
名
、
関
西　

名
、

10

引
率
で
関
西
イ
シ
ダ
㈱
よ
り

1
名
が
参
加
、合

計　

名
と
な
っ

18
た
。

　

J
R
京
都
駅

で
合
流
し
、
一

路
、滋
賀
事
業
所

へ
と
向
か
う
。　

車
中
、バ
ス
ガ
イ

ド
さ
ん
の
名
ガ

イ
ド
に
耳
を
傾

け
車
窓
の
景
色

を
楽
し
み
な
が

ら
定
刻
通
り
に
到
着
す
る
。

　

㈱
イ
シ
ダ
は
明
治　

年
の

26

創
業
で
今
年
1
2
6
年
を
迎

え
る
日
本
初
の
民
間
ハ
カ
リ

メ
ー
カ
ー
だ
。
グ
ル
ー
プ
の

連
結
売
上
は
1
2
8
2
億　
64

百
万
円
、
グ
ル
ー
プ
従
業
員

数
は
3
千
6
8
8
名
を
有

す
。
現
在
の
代
表
取
締
役
社

長
、
石
田
隆
英
氏
は
創
業
家

か
ら
の
世
襲
で
4
代
目
と
し

て
2
0
1
0
年
に
就
任
し

た
。
古
き
時
代
の
近
江
商
人

の
教
え
に
あ
る「
三
方
良
し
」

を
企
業
理
念
と
し
て
お
り
、

「
世
の
適
社
・
適
者
」
を
合

言
葉
に
世
界
の
人
々
に
喜
ば

れ
、
世
の
中
に
必
要
と
さ
れ

る
存
在
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
滋
賀
事
業
所
は

2
0
1
5
年
に
拡
張
工
事
が

お
こ
な
わ
れ
敷
地
面
積
2
万

5
0
0
㎡
、
建
屋
面
積
1
万

7
8
0
0
㎡
規
模
を
誇
る

生
産
拠
点
で
主
力
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ス
ケ
ー
ル
を
は

じ
め
自
動
計
量
包
装
値
付
機

や
ウ
ェ
イ
ト
チ
ェ
ッ
カ
ー
、

X
線
検
査
装
置
等
の
ラ
イ
ン

組
立
や
検
査
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。

　

一
行
は
A
棟
3
階
会
議
室

で
、
副
事
業
所
長
の
岸
場
敏

弘
様
よ
り
事
業
所
の
説
明
を

受
け
2
班
に
分
か
れ
て
見
学

を
お
こ
な
っ
た
。1
階
で
は
、

全
世
界
か
ら
の
要
望
に
合
わ

せ
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
仕
様
の

機
器
を
、
組
立
用
油
圧
台
車

や
ユ
ニ
ッ
ト
供
給
方
式
を
活

用
し
て
混
流
生
産
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
2
階
は
計
量

の
み
な
ら
ず
、
包
装
、
検
査
、

第　

回
東
西
計
コ
ン
合
同
研
修
見

28
学
会
を
開
催

　
（
一
社
）計
量
器
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
は
、
令
和
元
年

度
2
回
目
の
技
術
研
修
会
を

開
催
す
る
。
今
回
は
初
の
試

み
で
会
員
企
業
の
中
か
ら
候

補
を
選
び
、
そ
の
企
業
の
紹

介
か
ら
一
押
し
製
品
、技
術
、

情
報
等
の
プ
レ
ゼ
ン
を
お
こ

な
う
こ
と
と
し
た
。
プ
レ
ゼ

ン
時
間
は
1
企
業　

分
か
ら

30

　

分
と
し
発
表
順
、
内
容
等

45は
未
定（
当
日
発
表
）。
日
時

詳
細
は
以
下
の
通
り
。

日
時
：　

月　

日　

、　

時

11

12

（火）

13

　

分
よ
り
終
了　

時

30

17

会
場
：
計
機
健
康
保
険
組
合

会
館
6
階
大
会
議
室

内
容
：
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ジ
㈱

／
㈱
東
京
ミ
ュ
ー
精
器
／
太

陽
計
器
㈱
／
㈱
ワ
ー
ク
衡
業

＊
発
表
は
順
不
同

　

参
加
申
し
込
み
は
申
込
書

に
記
入
後
、
事
務
局
宛
に
提

出
の
こ
と
。（
申
込
書
は
当
協

会
H
P
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
）
な
お
、
プ
レ
ゼ
ン
終

了
後
に
希
望
者
で
懇
親
会
を

予
定
し
て
い
る
。

　

東
京
都
計
量
検
定
所
で
は

　

月
を
計
量
管
理
強
調
月
間

11と
し
て
い
る
。

　

計
量
管
理
強
調
運
動

（1）
　

都
内
の
適
正
計
量
管
理
事

業
所
お
よ
び
大
規
模
小
売
店

の
計
量
管
理
担
当
部
署
等
に

対
し
、
適
正
な
計
量
管
理
へ

の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
実

施
す
る
よ
う
依
頼
す
る
。
後

日
、
取
り
組
み
事
業
者
に
は

実
施
結
果
の
報
告
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　

正
量
取
引
強
調
運
動

（2）
　

都
内
の
各
区
市
町
村
商
店

街
連
合
会
等
に
、
正
量
取
引

強
調
運
動
へ
の
参
加
を
依
頼

し
、
適
正
な
計
量
販
売
の
推

進
を
図
る
。

計
量
管
理
強
調
月
間
事
業

令
和
元
年
第
2

回
技
術
研
修
会

の
ご
案
内
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